
六
一

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て

―
王
畿
良
知
心
学
原
論
（
三
）
―

小
路
口 　

聡

は
じ
め
に

　
「
良
知
心
学
」
を
唱
え
た
王
守
仁
は
、
自
ら
の
説
く
「
良
知
」
を
明
ら
か
に
す
る
あ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
語
句
を
駆
使
し
な
が
ら
、

良
知
の
優
れ
た
は
た
ら
き
を
説
き
明
か
そ
う
と
試
み
て
い
る
。
例
え
ば
、「
規
矩
尺
度
」、「
明
鏡
」、「
霊
丹
」、「
試
金
石
」、「
指
南
針
」、「
定

盤
針
」、「
滴
骨
血
」
な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、そ
の
中
で
、い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
も
の
と
し
て
「
造
化
の
精
霊
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

良
知
は
造
化
の
精
霊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
精
霊
は
、
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
鬼
を
成
し
、
帝
を
成
す
。
い
ず
れ
も
、
こ
こ
か
ら
生

ま
れ
出
る
の
で
あ
れ
ば
、正
真
正
銘
、「
物
と
相
対
す
る
こ
と
の
な
い
［
絶
対
な
る
］」（
程
明
道
「
識
仁
篇
」）
も
の
で
あ
る
。
人
が
、も
し
、

そ
れ
を
完
全
な
る
す
が
た
で
、
少
し
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、「
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
ま
ま
、［
嬉

し
く
て
］
手
や
足
が
踊
り
出
す
だ
ろ
う
」（『
礼
記
』
楽
記
篇
）。
こ
の
天
地
の
間
に
、
こ
れ
に
代
わ
る
、
ど
ん
な
楽
し
み

4

4

4

が
あ
る
の
か
、

私
は
知
ら
な
い
。
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良
知
是
造
化
的
精
靈
。
這
些
精
靈
、
生
天
生
地

4

4

4

4

、
成
鬼
成
帝
。
皆
從
此
出
、
真
是
與
物
無
對
。
人
若
復
得
他
完
完
全
全
無
少
虧
欠
、
自
不
覺
手
舞

足
蹈
。
不
知
天
地
間
更
有
何
樂
可
代
。（『
伝
習
録
』
下
巻
・
61
条　
『
王
陽
明
全
集
』
上
海
古
籍
出
版
社　

一
〇
四
頁
）

　

本
稿
で
は
、
こ
こ
に
所
謂
「
造
化
」
の
語
、
及
び
、
そ
れ
に
続
く
「
天
を
生
じ
、
地
を
生
ず
る
」
の
語
に
着
目
す
る
と
同
時
に
、
更
に
は
、

そ
の
高
弟
で
あ
る
王
畿
の
発
言
を
も
参
照
し
な
が
ら
、所
謂「
良
知
心
学
」の
存
在
論
、―
―
す
な
わ
ち
、物
や
、世
界
が「
あ
る（
存
在
す
る
）」

と
い
う
こ
と
、
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、「
造
化
の
精
霊
」
と
い
う
語
の
意
味
、
更
に
は
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
「
良
知
」
思
想
の
本

質
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

一　

天
を
生
じ
、
地
を
生
ず

　

ま
ず
は
、
良
知
が
「
天
を
生
じ
、
地
を
生
ず
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
事
態
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
王

畿
の
発
言
に
即
し
て
見
て
い
き
た
い
。

良
知
は
、
学
慮
を
仮
ら
ず
、
天
を
生
じ

4

4

4

4

、
地
を
生
じ

4

4

4

4

、
万
物
を
生
じ

4

4

4

4

4

て
、
自
ず
か
ら
已
む
容
か
ら
ざ
る
の
生
機
な
り
。

良
知
不
假
學
慮
、
生
天
生
地
生
萬
物
、
不
容
自
已
之
生
機
。（「
答
呉
悟
齋
」『
王
畿
集
』
巻
十　

二
四
五
頁
）

＊�　

王
畿
の
引
用
お
よ
び
頁
数
は
、
呉
震
編
校
整
理
『
王
畿
集
』（
鳳
凰
出
版
社　

二
〇
〇
七
）
に
拠
っ
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
、
句
読
点
は
適
宜
改
め
た
。



六
三

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

　

例
え
ば
、
こ
こ
で
王
畿
は
、
良
知
は
後
天
的
な
学
習
や
思
慮
の
手
助
け
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、「
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
万
物
を

生
ず
る
」
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
、「
自
ず
か
ら
已
む
容
か
ら
ざ
る
生
機
」、
す
な
わ
ち
、
外
部
に
根
拠
を
持
た
な
い
、
そ
れ
自
身
の

自
ず
か
ら
な
る
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
、
自
発
的
・
内
発
的
な
る
「
生
機
」
＝
生
き
た
は
た
ら
き
で
あ
る
と
言
う
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

私
が
信
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
心
の
一
念
の
霊
明
だ
け
で
あ
る
。
一
念
の
霊
明
は
、
混
沌
か
ら
根
基
を
打
ち
立
て
、
専

ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ

一
た
り

直と
び
だ
し遂

た
り
、
翕と

じ聚
た
り
開ひ

ら
い辟

た
り
し
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
、
天
を
生
じ

4

4

4

4

、
地
を
生
じ

4

4

4

4

、
人
を
生
じ

4

4

4

4

、
万
物
を
生
じ
る

4

4

4

4

4

4

。
こ
れ
が
『
大

い
に
生
じ
、
広
く
生
ず
』（『
易
』
繋
辞
上
伝
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、［
万
物
を
］
ひ
っ
き
り
な
し
に
生
み
出
し
続
け
て
、
い
ま
だ
か

つ
て
一
度
も
中
断
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

予
所
信
者
、
此
心
一
念
之
靈
明
耳
。
一
念
靈
明
、
從
混
沌
立
根
基
、
專
而
直
、
翕
而
辟
、
從
此
生
天
生
地
、
生
人
生
萬
物
。
是
謂
大
生
廣
生
、
生

生
而
未
嘗
息
者
也
。（「
龍
南
山
居
會
語
」『
王
畿
集
』
巻
七　

一
六
七
頁
）

　

こ
こ
に
所
謂
「
一
念
の
霊
明
」
と
は
、「
良
知
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
「
一
念
の
霊
明
」
は
、「
混
沌
」
か
ら
「
根
基
」
を
打
ち
立
て
、「
専

一
」
と
「
直
遂
」、「
翕
聚
」
と
「
開
辟
」、
す
な
わ
ち
収
斂
と
発
散
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
中
か
ら
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
人
を

生
じ
、
万
物
を
生
じ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
働
き
は
「［
万
物
を
］
ひ
っ
き
り
な
し
に
生
み
出
し
続
け
て
、
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
中
断
し

た
こ
と
の
な
い
も
の
」
と
結
ん
で
い
る
の
は
、
先
の
発
言
と
同
様
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
王
畿
の
一
連
の
発
言
は
、
い
ず
れ
も
『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
夫
れ
乾
は
、
其
の
静
か
な
る
や
専
ら

4

4

、
其
の
動
く
や
直
し

4

4

。

是
を
以
て
、
大
い
に
生
ず

4

4

4

4

4

。
夫
れ
坤
は
、
其
の
静
か
な
る
翕
ま
り

4

4

4

、
其
の
動
く
や
闢
く

4

4

。
是
を
以
て
、
広
く
生
ず

4

4

4

4

。
広
大
な
る
こ
と
、
天
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地
に
配
す
」、
お
よ
び
、「
富
有
を
、
之
れ
大
業

4

4

と
謂
う
、
日
び
新
た
な
る
を
、
之
れ
盛
徳
と
謂
う
、
生
生
す
る

4

4

4

4

を
、
之
れ
易
と
謂
う
」
の

言
葉
に
由
来
し
、「
一
念
の
霊
明
」
と
し
て
の
「
良
知
」
の
は
た
ら
き
を
、「
易
」
に
擬
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
所
謂
「
易
」
と
は
、「
富

裕
に
し
て
、
日
び
新
た
に

4

4

4

4

4

、
生
生
し
て
已
ま
な
い
」
天
地
の
造
化
の
は
た
ら
き
を
言
う
。
王
畿
に
お
い
て
、
こ
の
三
つ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、

「
乾
坤
（
天
地
）」
と
「
易
」
と
「
良
知
」
は
根
源
を
一
に
す
る
も
の
と
し
て
、
現
象
形
態
は
異
る
が
、
存
在
論
的
に
は
等
価
な
存
在
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
原
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
た
共
通
の
構
造
を
有
し
た
真
の
「
実
在
」、
本
当
に
あ
る

4

4

も
の
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
王
守
仁
や
王
畿
は
、「
良
知
」
の
働
き
が
乾
坤
の
「
造
化
」
や
生
生
の
「
易
」
と
同
様
、
広
大
に
し
て
、
富ゆ

た
か裕

な
る
天
下
の

「
大
業
（
大
い
な
る
事
業
）」
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
観
念
し
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
で
は
、「
良
知
」
が
「
天
を
生
み

4

4

、地
を
生
み

4

4

、

万
物
を
生
み

4

4

、
大
業
を
生
む

4

4

」
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
い
人
に
即
し
て
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
い
か
な
る
事
態
を
指
し
て
言
っ
た
も
の

と
し
て
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

二　

無
中
に
有
を
生
ず

　

以
上
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
我
々
は
、
更
な
る
補
助
線
と
し
て
、
も
う
一
つ
の
王
畿
の
発
言
を
参
照
し
た
い
。
そ
れ

は
、「
無
中
生
有
（
無
中
に
有
を
生
ず
）」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
や
は
り
単
独
で
は
容
易
に
は
理
解
し
に
く
い
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
言
葉
は
、
ま
ず
最
初
に
王
守
仁
が
使
い
、
王
畿
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
王
守
仁
の
方
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

私
が
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
学
は
、「
無
の
中
か
ら
有
を
生
み
だ
す
」工
夫
で
あ
る
。
君
た
ち
は
、と
こ
と
ん
信
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
。［
そ



六
五

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

の
た
め
に
は
］
志
を
立
て
る
し
か
な
い
。
学
ぶ
者
の
内
心
に
兆
す
善
を
行
お
う
と
す
る
志
は
、
樹
木
の
種
子
の
よ
う
な
も
の
だ
。
助

長
す
る
こ
と
も
な
く
、
忘
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
大
切
に
養
っ
て
い
け
ば
、
自
然
と
日
夜
生
長
し
、
生
気
は
日
に
日
に
充
実
し
、

枝
葉
は
日
に
日
に
生
い
茂
っ
て
ゆ
く
。［
た
だ
し
］
苗
木
の
段
階
で
、
余
分
な
枝
を
選
ん
で
摘
み
取
っ
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

そ
う
し
て
こ
そ
根
や
幹
は
大
き
く
育
つ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
初
学
者
も
同
様
だ
。
だ
か
ら
、
志
を
立
て
る
と
き
は
、
専
一
で
あ
る

こ
と
を
貴
ぶ
の
で
あ
る
。

我
此
論
學
、
是
無
中
生
有
的
工
夫
。
諸
公
須
要
信
得
及
。
只
是
立
志
。
學
者
一
念
爲
善
之
志
、
如
樹
之
種
。
但
勿
助
勿
忘
、
只
管
培
植
將
去
、
自

然
日
夜
滋
長
、
生
氣
日
完
、
枝
葉
日
茂
。
樹
初
生
時
、
便
抽
繁
枝
、
亦
須
刊
落
。
然
後
根
幹
能
大
。
初
學
時
亦
然
。
故
立
志
貴
專
一
。（『
伝
習
録
』

巻
上
・
116
条　
『
王
陽
明
全
集
』　

三
二
頁
）

　

こ
の
発
言
は
、
冒
頭
の
「
我
、
此
に
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
王
守
仁
が
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
て
い
る

学
び
を
、他
の
グ
ル
ー
プ
の
学
び
と
対
比
し
て
、自
ら
の
「
学
」
を
特
化
し
て
、他
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
言
明
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
自
ら
の
「
良
知
」
の
学
は
、
他
の
学
と
は
異
な
り
、「
無
の
中
か
ら
有
を
生
ず
る
工
夫
」
で
あ
る
と
言
う
宣
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、

王
畿
も
ま
た
、「
良
知
」
や
「
聖
学
」
の
特
色
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
「
無
中
生
有
」
の
四
文
字
を
随
処
で
繰
り
返
し
引
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
こ
の
語
は
王
守
仁
か
ら
王
畿
に
受
け
継
が
れ
た
良
知
心
学
を
理
解
す
る
上
で
、
決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
鍵
語
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
下
、
王
守
仁
―
王
畿
の
良
知
心
学
の
文
脈
で
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

良
知
は
、
無
中
に
有
を
生
ず
、
知
無
く
し
て
知
ら
ざ
る
無
し
。
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良
知
原
是
無
中
生
有
、
無
知
而
無
不
知
。（「
滁
陽
會
語
」『
王
畿
集
』
巻
二　

三
五
頁
）

　

こ
こ
で
は
、王
畿
は
、「
良
知
」
は
「
無
中
に
有
を
生
ず
る
」
も
の
だ
と
言
う
。
ま
た
、次
の
発
言
で
は
、こ
の
「
無
中
に
有
を
生
ず
る
」

も
の
こ
そ
が
「
聖
学
」
で
あ
る
と
も
言
う
。
後
半
の
「
無
知
而
無
不
知
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

孟
子
は
孔
子
に
学
ぼ
う
と
し
て
、「
良
知
」
を
人
々
に
提
示
し
、
更
に
「
夜
気
」（
告
子
上
篇
）
が
「
虚
明
」
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ

い
て
「
学
」
の
か
な
め
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
で
も
な
い
、こ
の
一
点
の
「
虚
明
」
な
る
も
の
こ
そ
が
聖
人
に
分
け
入
る
生
機
で
あ
り
、

そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
こ
の
一
点
の
「
虚
明
」
な
る
も
の
を
保
持
し
つ
つ
運
用
し
て
、
昼
の
世
界
［
に
活
発
に
な
る
欲
望
］
に
か
き

乱
さ
れ
て
見
失
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
、
す
な
わ
ち
「
知
を
致
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
で
も
な
い
、
こ
れ
こ
そ

が
聖
学
で
あ
り
、「
無
の
中
か
ら
有
を
生
ず
る
」
も
の
で
あ
る
。
顔
子
は
、
内
面
の
「
無
」
な
る
も
の
か
ら
始
め
て
い
っ
た
の
だ
し
、

子
貢
と
子
張
は
外
面
の
「
有
」
な
る
も
の
か
ら
始
め
た
の
で
あ
る
。［
虚
明
な
る
本
体
と
し
て
の
］「
無
」
な
る
も
の
を
求
め
る
こ
と

は
難
し
い
が
、［
虚
明
な
る
も
の
の
痕
跡
と
し
て
の
］「
有
」
な
る
も
の
は
人
目
に
つ
き
や
す
い
。
だ
か
ら
、
子
貢
・
子
張
一
派
の
学

術
は
後
世
に
伝
わ
っ
て
流
行
し
た
が
、顔
子
の
学
は
亡
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
後
世
の
学
ぶ
者
た
ち
は
、多
く
学
び
、多
く
聞
き
、

多
く
見
る
こ
と
こ
そ
が
「
学
ぶ
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
旧
説
（
朱
子
学
を
指
す
）
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
「
初
め
は
多
く
学

ぶ
べ
き
で
、
そ
れ
が
行
き
着
い
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
一
貫
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
初
め
は
多
く
聞
き
、
多
く
見
る
べ
き
で
、
そ
れ

が
行
き
着
い
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
聞
見
に
依
ら
な
く
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
れ

こ
そ
旧
説
を
踏
襲
す
る
こ
と
の
弊
害
で
あ
る
。
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孟
子
願
学
孔
子
、
提
出
良
知
示
人
、
又
以
夜
気
虚
明
発
明
宗
要
。
只
此
一
点
虚
明
便
是
入
聖
之
機
、
時
時
保
任
此
一
点
虚
明
、
不
為
旦
晝
牿
亡
、

便
是
致
知
。
只
此
便
是
聖
学
、
原
是
無
中
生
有
。
顔
子
従
裡
面
無
処
做
出
来
、
子
貢
子
張
従
外
面
有
処
做
進
去
。
無
者
難
尋
、
有
者
易
見
。
故
子

貢
子
張
一
派
学
術
流
伝
後
世
、
而
顏
子
之
学
遂
亡
。
後
之
學
者
、
沿
習
多
學
多
聞
多
見
之
説
、
乃
謂
初
須
多
學
、
到
後
方
能
一
貫
、
初
須
多
聞
多

見
、
到
後
方
能
不
藉
聞
見
而
知
、
此
相
沿
之
弊
也
。（「
留
都
会
紀
」『
王
畿
集
』
巻
四　

九
三
頁
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
王
守
仁
―
王
畿
が
、「
無
中
に
有
を
生
ず
」
と
い
う
言
説
に
よ
っ
て
差
別
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
は
、
子
貢
や
子
張

一
派
の
学
、
更
に
言
え
ば
、
そ
の
末
裔
と
し
て
の
朱
子
学
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
で
に
南
宋
の
時
代
に
、
陸
九
淵
が
「
外
入
の
学
」

と
呼
ん
で
退
け
た
朱
熹
の
教
学
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
王
畿
が
の
っ
と
る
べ
き
「
聖
学
」
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、
孔
子
か
ら
顔
子
へ
、

そ
し
て
、
孟
子
の
「
良
知
」
の
思
想
に
受
け
継
が
れ
た
学
、
す
な
わ
ち
、
良
知
心
学
で
あ
る
。

　

王
畿
に
拠
れ
ば
、
顔
子
が
依
拠
し
た
「
無
」
な
る
も
の
と
は
、
孟
子
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
、
上
の
「
一
点
の
虚
明
」
の

語
か
ら
も
容
易
に
推
察
で
き
る
よ
う
に
、「
良
知
」
を
指
す
。
更
に
言
え
ば
、「
心
の
本
体
」
と
し
て
の
「
無
善
無
悪
」
な
る
「
良
知
」
を

言
う
。
王
畿
の
所
謂
「
無
善
無
悪
」
と
は
、
既
成
の
善
悪
の
価
値
観
や
、
更
に
は
、
過
去
に
自
ら
が
下
し
是
非
善
悪
の
判
断
（
経
験
知
）

に
さ
え
も
し
ば
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
今
現
在
、
自
己
が
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
自
由
無
礙
に
、
速
や
か
に
、
そ

し
て
、
適
切
に
、
是
非
是
悪
の
判
断
を
下
す
こ
と
の
で
き
る
実
践
主
体
と
し
て
の
「
良
知
」
の
特
性
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
唯
一
、
孔

門
に
お
い
て
「
聖
学
」
を
受
け
継
い
だ
顔
子
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
「
無
」
な
る
も
の
と
し
て
の
「
良
知
」
に
依
拠
し
て
学
（
工
夫
）
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
真
の
実
在
と
し
て
の
「
良
知
」
に
依
拠
す
る
学
を
、「
無
中
に
有
を
生
ず
る
」「
聖
学
」
と
呼
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
子
貢
・
子
張
の
一
派
の
学
と
は
、
多
く
聞
き
、
多
く
見
、
多
く
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、「
見
聞
の
知
（
知
識
）」
を
博
捜
し
、
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そ
れ
を
湊あ

つ
め泊

・
蓄た

め
る積

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
を
「
一
貫
」
す
る
道
理
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
や
り
方

は
朱
子
学
的
格
物
窮
理
の
方
法
を
述
べ
た
も
の
で
、
陸
九
淵
同
様
、
子
貢
・
子
張
に
仮
託
し
た
朱
子
学
批
判
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
彼
ら

が
依
拠
し
た
「
有
」
と
は
、い
わ
ば
知
識
で
あ
る
。
更
に
は
、知
識
と
し
て
固
定
化
さ
れ
た
善
悪
の
価
値
観
で
あ
る
。
王
畿
は
、そ
れ
を
「
典

要
」（『
易
』
繋
辞
下
伝
）・「
格
套
」
と
呼
ん
で
、
そ
れ
に
拘
泥
・
執
着
す
る
こ
と
を
切
に
戒
め
た
。
王
畿
に
よ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
知
識
は
、

も
と
は
「
神
感
神
応
」
す
る
「
良
知
」
が
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
状
況
に
即
し
て
行
う
判
断
の
痕
跡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
あ

く
ま
で
あ
る
一
つ
の
状
況
に
即
し
て
限
定
的
に
固
定
化
さ
れ
た
「
良
知
」
の
一
限
定
面
で
し
か
な
く
、
そ
れ
自
身
は
「
良
知
」
の
生
き
た

は
ら
た
き
（「
生
機
」）
の
残
し
た
「
痕
跡
」、
さ
ら
に
言
え
ば
、「
糟
粕
」
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
し
た
痕
跡
と
し
て
の
、
一
回
限
り
の
限
定

的
な
知
識
へ
の
執
着
・
拘
泥
は
、
往
々
に
し
て
「
意
見
（
私
見
・
臆
見
）」
を
生
み
出
す
。
そ
し
て
、「
意
見
」
へ
の
固
執
は
先
入
観
に
す
ぎ
ず
、

本
来
、
変
化
窮
ま
り
の
無
い
状
況
に
応
じ
て
融
通
無
碍
に
即
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
生
機
」
と
し
て
の
「
良
知
」
の
自
由
無
礙
な
る
は

た
ら
き
を
阻
碍
す
る
こ
と
に
な
る
。
虚
明
な
る
良
知
の
生
き
た
働
き
を
抑
圧
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
、
と
王
畿
は
考
え
る
。
だ
か
ら
、

そ
う
し
た
朱
子
学
的
方
法
の
陥
穽
に
早
く
か
ら
気
付
い
て
い
た
陸
九
淵
は
、そ
れ
を
「
外
入
の
学
」
と
呼
ん
で
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

王
畿
は
告
子
の
「
義
外
」
説
に
擬
え
て
、
そ
れ
を
「
義
襲
の
学
」（
外
か
ら
無
理
や
り
取
っ
て
来
た
も
の
で
、
上
辺
を
飾
る
だ
け
の
、
借
り
物
の
学
問
）

と
呼
ん
で
、「
聖
学
」
と
は
一
線
を
画
し
て
退
け
た
の
で
あ
る
。

＊　
「
義
襲
の
学
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
発
言
を
参
照
。「
若
依
倣
古
人
之
迹
、
務
為
操
勵
、
以
自
崇
飾
、
而
生
機
不
顯
、
到
底
只
成
義
襲
作
用
、
非
孔
門
之

所
謂
君
子
也
。（
た
と
え
、
古
人
の
足
跡
を
模
倣
し
、
固
く
執
り
守
っ
て
勉
励
に
務
め
て
、
上
辺
を
取
り
繕
っ
て
自
分
を
良
く
見
せ
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、

［
根
底
に
あ
っ
て
、
自
己
を
支
え
て
い
る
、
そ
れ
自
身
］
生
き
た
働
き
が
顕
現
露
呈
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
単
な
る
義
襲
の
作
用
を
行

っ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
孔
門
の
所
謂
君
子
と
は
い
え
ま
せ
ん
。）」（「
答
呉
悟
齋
」『
王
畿
集
』
巻
十　

二
四
九
頁
）。
ま
た
、「
此
件
事
無
巧
法
、
只
從
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一
念
入
微
時
時
求
慊
於
心
、
便
是
集
義
真
功
夫
。
一
切
任
名
義
、
仗
氣
魄
、
倚
見
解
、
凡
有
題
目
可
揀
、
皆
是
義
襲
之
學
。
此
便
是
學
術
誠
偽
之
辨
。」（「
與

朱
金
庭
」『
王
畿
集
』
巻
十
一　

二
八
八
頁
）

　

王
畿
は
、
先
に
挙
げ
た
資
料
の
中
で
、「
良
知
は
、
…
…
知
無
く
し
て
、
知
ら
ざ
る
無
し
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
良
知
そ
れ
自
体

は
、
既
成
の
知
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
、
知
ら
な
い
も
の
は
な
い
、
す
べ
て
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
と
み
な
し
て

い
た
。

　

良
知
心
学
に
お
け
る
「
自
得
」
と
は
、既
成
の
是
非
善
悪
の
価
値
観
か
ら
自
由
に
し
て
無
礙
（
虚
霊
）
な
る
も
の
で
あ
る
自
己
の
「
良
知
」

を
、
自
ず
か
ら
生
き
て
働
く
、
あ
る
が
ま
ま
の
す
が
た
に
お
い
て
、
内
側
か
ら
丸
ご
と
つ
か
み
取
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
良
知
は
、
そ
の
都

度
そ
の
都
度
、
刻
々
と
変
化
し
て
窮
ま
り
な
い
状
況
に
応
じ
て
、
自
由
自
在
に
、
是
非
善
悪
を
、
素
早
く
適
切
に
判
断
し
、
目
前
の
事
態

に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
本
来
的
に
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
知
ら
ざ
る
無
き
」
も
の
で
あ
る
。
人
知
で
は
測
り
知
れ
な
い

優
れ
た
働
き
（
霊
）
を
有
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、内
な
る
「
天
機
（
天
の
は
た
ら
き
）」、す
な
わ
ち
「
生
機
（
生
き
た
は
た
ら
き
）」

と
し
て
、
実
践
主
体
の
内
側
で
、
現
に
生
き
て
働
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
分
か
り
易
い
も
の
が
、
孟
子
の
四
端
、
中
で
も
、

そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
仁
の
端
と
し
て
の
「
怵
惕
惻
隠
の
心
」
で
あ
る
。
人
は
、
誰
で
も
、
そ
れ
を
実
感
と
し
て
内
側
か
ら
見
知
っ
て

い
る
。「
聖
学
」
と
は
、誰
も
が
内
な
る
実
感
と
し
て
体
認
し
て
い
る
「
生
機
」
か
ら
入
っ
て
い
く
学
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
工
夫
」

と
は
、
ま
さ
に
こ
の
自
ら
の
内
側
で
働
い
て
い
る
、
こ
の
「
生
機
」
を
、
自
己
の
良
知
の
は
た
ら
き
と
し
て
自
覚
し
、
そ
れ
に
対
し
て
作

為
を
弄
す
る
こ
と
な
く
、純
粋
に
、そ
れ
と
一
つ
に
な
っ
て
は
た
ら
く
＝
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、「
工
夫
」

と
言
っ
て
も
、
本
来
の
す
が
た
に
戻
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
王
守
仁
の
所
謂
「
工
夫
即
本
体
」
の
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
体

現
し
た
学
ぶ
者
と
し
て
、
顔
子
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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「
知
識
」
は
、
そ
れ
自
体
、
す
で
に
結
果
を
伴
っ
て
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
だ
れ
で
も
外
側
か
ら
容
易
に
見
る
こ
と
聞
く

こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
古
人
の
残
し
た
足
跡
と
し
て
書
物
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
世
の
人
々
は
そ

れ
を
知
識
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
書
の
類
は
、
そ
う
し
た
聖
賢
た
ち
の
言
動
に
関
す
る
、
法
る
べ
き
「
知
識
」
の
宝
庫
で
あ
る
。

人
は
、
知
識
と
し
て
、
既
に
意
味
が
確
定
し
て
い
る
も
の
は
、
目
に
見
え
や
す
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
無
反
省
に
飛
び
つ
き
、
そ
こ
に
こ

そ
真
理
が
あ
る
と
見
な
し
て
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
、
他
者
の
「
良
知
」
の
痕
跡
に

過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
、
そ
の
時
に
は
有
効
な
も
の
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
普
遍
的
・
絶
対
的
な
価
値
を
有

し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
も
の
へ
の
無
批
判
で
、
盲
目
的
な
追
従
、
頑
な
な
執
着
や
墨
守
は
、
か
え
っ
て
「
生
機
」

と
し
て
の
良
知
の
自
由
無
礙
な
る
は
た
ら
き
を
阻
碍
し
、
抑
圧
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
既
成
の
知
識
や
制
度
に
無
批
判
に
依
存
す

る
こ
と
は
、
良
知
へ
の
不
信
感
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
王
畿
が
繰
り
返
し
説
い
た
「
良
知
を
信
じ
き
れ
」
と
は
、
ま
さ
に
、
外
に
在

る
「
知
識
」
へ
の
依
存
体
質
を
打
破
し
て
、内
な
る
「
無
善
無
悪
」
な
る
「
良
知
」
の
完
全
無
欠
性
を
信
じ
て
、そ
れ
を
自
己
の
倫
理
の
「
根

基
」
と
し
て
打
ち
立
て
よ
、
自
ら
を
信
じ
て
生
ま
れ
変
わ
れ
、
と
い
う
提
言
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、王
守
仁
は
、学
の
出
発
点
と
し
て
、「
立
志
」
を
重
ん
じ
た
。
そ
し
て
、「
立
志
」
を
「
真
実
」
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、

「
余
分
な
枝
を
選
ん
で
、
摘
み
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
一
切
の
後
天
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
「
意
見
」
や
「
欲

望
」
に
対
す
る
拘
泥
・
執
着
を
、
空
虚
な
も
の
と
し
て
、
ま
る
ご
と
す
べ
て
断
ち
切
っ
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
余
分
な
枝
葉
、
す
な
わ
ち
、
私
利
私
欲
、
更
に
は
、
知
識
人
に
あ
り
が
ち
な
、
分
別
知
や
先
入
観
に
由
来
す
る
意
見
と
い
っ

た
、
良
知
の
阻
碍
要
因
を
、
こ
と
ご
と
く
捨
て
き
っ
て
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
、
何
も
な
い
「
無
」
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
根
基
」、
す
な
わ
ち
、

行
動
の
原
理
、
倫
理
の
根
っ
こ
を
立
ち
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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三　

混
沌
の
中
に
根
基
を
立
つ

　

王
畿
は
、「
無
」
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
全
て
の
存
在
（「
有
」）
の
原
理
と
し
て
の
「
根
基
」
を
起
ち
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
真
の
「
聖
学
」

で
あ
る
と
言
う
。「
無
中
生
有
」
と
は
こ
の
意
味
で
あ
り
、「
良
知
が
天
地
を
生
み
出
す
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
読
み
解
く
鍵
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

全
て
の
事
業
は
、
こ
の
「
混
沌
」
の
中
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
「
根
基
」
と
し
て
の
「
一
念
の
霊
明
」、
す
な
わ
ち
、「
良
知
」
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、「
本
来
生
生
の
真
命
脈
」
で
あ
る
、
と
王
畿
は
言
う
。

そ
も
そ
も
学
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
立
志
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
立
志
が
本
物
で
な
い
か
ら
、
ど

う
し
て
も
功
夫
が
途
切
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
す
き
ま
な
く
功
夫
を
行
わ
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
弊
害
が
い
つ
ま
で
も
ま
と
わ
り

つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。［
そ
れ
は
君
た
ち
自
身
の
自
覚
の
問
題
で
あ
っ
て
］
責
任
を
外
に
転
嫁
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
だ
。
諸

君
は
本
当
に
そ
の
志
を
本
物
に
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
空か

ら
っ
ぽ虚

な
意
見
〔
虚
見
〕
で
上
辺
を
取
り
繕
っ
た
り
、
他
人
に
勝
ち
た

い
と
い
う
競
争
心
〔
勝
心
〕
で
求
め
た
り
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
必
ず
本
来
備
わ
っ
て
い
る
根
源
に
基
づ
い
て
、徹
底
し
て
取
り
組
み
、

無い
つ
の
ま
に
か

始
以
来
［
身
に
染
み
つ
い
た
］、
種
種
の
嗜
好
、
種
種
の
貪
著
、
種
種
の
奇
特
な
る
技
能
、
種
種
の
凡
心
・
習
態
を
、
全ま

る
ご
と體

断
ち

切
っ
て
、
乾き

れ
い
さ
っ
ぱ
り

乾
淨
淨
と
な
っ
て
、
混
沌
の
中
か
ら
根
基
を
立
ち
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。［
そ
う
す
れ
ば
］
こ
こ
か
ら
［
新
た
に
］

天
が
生
ま
れ
、
地
が
生
ま
れ
、
大
い
な
る
事
業
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
本
来
の
生
生
の
真
実
の
命
脈

な
の
だ
。

夫
學
一
而
已
矣
。
而
莫
先
于
立
志
。
惟
其
立
志
不
真
、
故
用
功
未
免
間
斷
。
用
功
不
密
、
故
所
受
之
病
、
未
免
于
牽
纏
。
是
未
可
以
他
求
也
。
諸

君
果
欲
此
志
之
真
、
亦
未
可
以
虚
見
襲
之
、
及
以
勝
心
求
之
。
須
從
本
原
上
徹
底
理
會
、
將
無
始
以
來
種
種
嗜
好
、
種
種
貪
著
、
種
種
奇
特
技
能
、
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種
種
凡
心
習
態
、全
體
斬
斷
。
令
乾
乾
淨
淨
從
、混
沌
中
立
根
基
。
自
此
生
天
生
地
生
大
業
、方
為
本
來
生
生
真
命
脈
耳
。（「
斗
山
會
語
」『
王
畿
集
』

卷
二　

二
八
頁
）

　

先
に
挙
げ
た
王
守
仁
の
言
葉
を
強
く
意
識
し
た
発
言
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
所
謂
「
混
沌
」
と
は
、
後
天
的
に
身
心
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
、

「
本
原
」
と
し
て
の
良
知
の
自
由
を
奪
っ
て
い
る
一
切
の
も
の
を
、
ま
る
ご
と
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
断
ち
き
っ
て
、「
本
原
」
に
立
ち
返
っ

た
状
態
を
言
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
、「
根
基
」
を
打
ち
立
て
、
そ
こ
か
ら
、「
天
を
生
み
、
地
を
生
み
、
大
業
を
生
む
」
こ
と
が

で
き
て
こ
そ
、「
本
来
」
の
「
生
生
」
の
「
真
」
な
る
「
命
脈
」
で
あ
る
と
言
う
。
依
拠
す
べ
き
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
後
天
的
に
積
み

重
な
っ
た
、
第
二
の
本
性
と
化
し
た
嗜
好
や
欲
望
や
技
能
や
習
慣
で
な
い
。
更
に
は
、
多
学
積
習
し
て
、
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
知
識
（
分

別
知
・
見
聞
の
知
）
や
意
見
で
も
な
い
。
そ
れ
以
前
の
、
つ
ま
り
、
欲
望
に
汚
染
さ
れ
、
分
別
心
・
分
別
知
に
拘
泥
す
る
以
前
の
「
混
沌
（
無

分
節
）」
の
と
こ
ろ
か
ら
「
根
基
（
価
値
・
意
味
・
分
節
の
源
泉
）」
を
打
ち
立
て
よ
と
い
う
。
そ
れ
が
、
す
な
わ
ち
、「
無
中
に
有
を
生
ず
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。「
有
（
価
値
・
意
味
・
分
節
）」
を
生
み
出
す
、
そ
れ
自
体
、「
無
」
分
別
な
る
中
に
、
真
実
の
「
根
基
」
を
打
ち
立
て
よ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
所
謂
「
混
沌
」
と
は
、
分
別
知
以
前
の
「
学
慮
を
仮
り
な
い
」
良
知
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、「
無
善
無
悪
」
な
る
「
心
の
本

体
」
と
し
て
の
良
知
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
所
謂
「
無
知
而
無
不
知
」、
す
な
わ
ち
、
分
別
知
の
束
縛
を
脱
却
し
た
と
こ
ろ
に

活
性
化
す
る
絶
対
知
と
し
て
の
「
良
知
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
新
た
に
「
天
が
生
ま
れ
、
地
が
生
ま
れ
、
万
物
が
生
ま
れ
る
」、

す
な
わ
ち
、
常
に
、
ゼ
ロ
か
ら
世
界
が
生リ

セ
ッ
ト

み
出
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

王
畿
は
、
ま
た
、「
良
知
」
を
「
混
沌
初
開
の
第
一
竅
に
し
て
、
万
物
の
始
め
を
為
す
」
も
の
と
言
う
。
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『
易
』（
繋
辞
上
伝
）
に
「
乾
知
こ
そ
が
大
い
な
る
始
ま
り
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
乾
の
知
こ
そ
が
、
ほ
か
で
も
な
い
良
知
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
混
沌
に
初
め
て
穿
た
れ
た
最
初
の
竅
（
知
覚
）
で
あ
り
、
全
て
の
存
在
者
の
始
原
で
あ
る
。
全
て
の
存
在
者
と
並
び
立
つ

こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
（
程
明
道
「
識
仁
説
」）
こ
と
か
ら
、「
独
」
と
呼
ば
れ
る
。
自
分
に
だ
け
が
知
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
独
知
」
と
呼
ば
れ
る
。
…
…
「
中
和
の
道
が
実
現
さ
れ
、［
天
地
の
］
秩
序
が
定
ま
り
、［
万
物
が
］
成
育
す
る
」（『
中
庸
』）
の
は
、

い
ず
れ
も
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、［
そ
の
意
味
で
］
天
を
統
括
す
る
学
で
あ
る
。

易
曰
「
乾
知
大
始
」。
乾
知
即
良
知
、乃
混
沌
初
開
第
一
竅
、為
萬
物
之
始
。
不
與
萬
物
作
對
、故
謂
之
獨
。
以
其
自
知
、故
謂
之
獨
知
。
…
…
「
中

和
位
育
」、
皆
從
此
出
、
統
天
之
學
。（「
致
知
議
略
」『
王
畿
集
』
巻
六 

四
〇
七
頁
）

　

王
畿
は
、こ
こ
で「
乾
の
知
こ
そ
が
、ほ
か
で
も
な
い
良
知
で
あ
る
」と
言
う
。
こ
の「
乾
知
」の
概
念
は
、王
畿
の
独
創
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

王
畿
独
特
の
経
書
読
解
に
拠
る
も
の
で
、
伝
統
的
な
『
易
』
の
読
み
か
ら
す
れ
ば
、
あ
き
ら
か
に
逸
脱
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
王
畿
に
と
っ

て
、「
良
知
」
と
は
、
単
な
る
経
書
の
語
句
に
止
ま
ら
ず
、
自
己
の
生
（
存
在
）
の
事
実
に
由
来
し
、
そ
れ
故
、
自
己
の
存
在
に
切
実
に
か

か
わ
る
実
存
的
課
題
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
実
存
（
生
き
て
在
る
こ
と
）
の
事
実
に
向
き
合
う
時
、
王
畿
に
と
っ
て
、
伝
統
的
な
経
書
の
読
み
は
、

必
ず
し
も
絶
対
的
な
拘
束
力
を
持
た
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
、
経
書
は
、「
我
が
心
の
注
釈
」（
陸
象
山
）
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
王
畿
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
良
知
」
は
、
ま
さ
に
、「
混ゼ

ロ沌
」
か
ら
天
地
万
物
を

創
造
す
る
「
乾
」
の
造
化
の
働
き
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、「
万
物
の
始
め
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
万
物
と
は
並

び
立
つ
こ
と
の
な
い
も
の
と
し
て
、「
独
（
単
独
者
・
絶
対
者
）」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
そ
れ
は
、
万
物
が
万
人
に
よ
っ
て
「
共
知
」、

す
な
わ
ち
「
共
に
知
る
」
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
外
か
ら
は
知
り
得
ず
、
自
身
の
内
側
で
、
自
分
独
り
だ
け
が
知
り

得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
独
知
」
と
呼
ば
れ
る
。
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そ
し
て
、
王
畿
は
、
続
け
て
、「
中
和
が
位
育
す
る
」
の
は
、
す
べ
て
、
こ
こ
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
独
知
」
と
し
て
の
「
良
知
」

か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
る
、
と
言
う
。
こ
れ
は
、『
中
庸
』
の
「
中
和
を
致
せ
ば
、
天
地
位
し
、
万
物
育
す
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

王
畿
に
よ
れ
ば
、「
中
和
を
致
す
」
と
は
、「
良
知
を
致
す
」
こ
と
で
あ
り
〔
＊
１
〕、「

良
知
を
致
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
天
地
が
本
来
の
場
所
に

安
定
し
、
万
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
を
完
遂
す
る
〔
＊
２
〕」

こ
と
を
言
う
。
こ
れ
が
ま
さ
し
く
良
知
が
天
地
を
生
み
、
万
物
を
生
む
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
世
界
が
、
そ
の
存
在
の
秩
序
と
意
味
と
価
値
を
生
み
出
す
の
が
、
す
な
わ
ち
、「
良
知
」
で
あ
り
〔
＊
３
〕、

そ
の
意
味
で
、

良
知
は
天
地
の
造
化
に
匹
敵
す
る
働
き
を
も
つ
も
の
と
し
て
、「
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
万
物
を
生
ず
」
と
言
わ
れ
、「
無
の
中
に
有
を

生
ず
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
良
知
が
そ
の
本
来
の
は
た
ら
き
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
天
地
万
物
は
そ
の
本
来
の
場

所
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

＊
１　
「
獨
知
者
、
良
知
也
。
良
知
者
、
通
徹
天
地
、
發
育
萬
物
。
立
此
謂
之
大
本
、
行
此
謂
之
達
道
。
致
良
知
即
致
中
和
。」（「
別
言
贈
梅
純
甫
」『
王
畿
集
』

巻
十
六　

四
五
一
～
二
頁
）

＊
２　

朱
熹
の
注
に
「
位
者
、
安
其
所
也
。
育
者
、
遂
其
生
也
。」
と
あ
る
。

＊
３　

こ
の
意
味
で
、
吉
田
公
平
氏
が
、『
伝
習
録
』
の
当
該
箇
所
の
「
皆
從
此
出
」
を
、「
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
良
知
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
そ
れ
と
な
る
」（
タ
チ

バ
ナ
文
庫　

一
九
二
頁
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
は
、
適
切
な
訳
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

更
に
言
え
ば
、
王
畿
は
、
心
の
「
本
体
」（
あ
く
ま
で
、「
本
来
の
す
が
た
」
の
謂
い
で
あ
っ
て
、
心
の
背
後
・
奥
底
に
超
越
的
形
而
上
的
実
体
が
あ
る
と

見
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
）
を
「
無
善
無
悪
」
な
る
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。「
良
知
」
が
「
無
」
な
る
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る
所
以
も

こ
こ
に
あ
る
。
既
成
の
是
非
善
悪
の
価
値
観
に
依
拠
し
な
く
て
も
、
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
も
の
を
、
後
天
的
に
、
学
習
し
た
り
、
思
慮
し
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た
り
し
な
く
て
も
、
人
倫
・
諸
物
と
の
感
応
の
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
素
早
く
、
し
か
も
、
適
切
に
感
応
す
る
（「
神
感

神
応
」、「
正
感
正
応
」
と
言
わ
れ
る
）
こ
と
が
で
き
る
の
が
、「
良
知
」
の
「
霊
妙
」
な
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
こ

の
心
の
本
体
と
し
て
の
「
良
知
」
は
、何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
、あ
ら
か
じ
め
色
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
「
無
（
無
分
節
・
未
分
化
）」

な
る
「
根
基
」（
倫
理
の
源
泉
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
王
畿
は
考
え
た
。

　

以
上
、要
す
る
に
、王
守
仁
の
所
謂
「
無
の
中
か
ら
有
を
生
ず
る
工
夫
」
と
は
、王
畿
に
よ
れ
ば
、「
無
善
無
悪
」
に
し
て
「
虚
明
」
な
る
、

心
の
本
体
と
し
て
の
「
良
知
」
を
、
意
見
や
欲
望
、
既
成
の
価
値
観
や
積
年
の
習
慣
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
来
の
は
た
ら
き
を
阻
碍
し
た
り
、

抑
圧
し
た
り
、
は
た
ま
た
埋
没
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
そ
の
良
知
本
来
の
自
ず
か
ら
な
る
働
き
と
し
て
の
是
非
善
悪
を
正
し
く
見
極

め
る
能
力
を
全
面
的
に
信
頼
し
、そ
れ
に
す
べ
て
を
信
任
し
、こ
の
「
良
知
」
を
自
ら
の
実
践
主
体
と
し
て
、自
己
の
「
生
」
の
「
根
基
」

と
し
て
打
ち
立
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況
に
即
し
て
、
他
の
何
物
に
も
依
拠
す
る
こ
と
な
く
、
自
力
で
主
体
的

に
決
断
し
て
い
き
な
が
ら
、自
己
の
「
生
」
を
、世
界
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、す
な
わ
ち
「
無
の
中
に
有
を
生
ず
」

と
い
う
生
き
方
で
あ
っ
た
。

　

わ
れ
わ
れ
の
「
生
（
生
き
て
い
る
事
実
）」
の
大
部
分
は
、
た
し
か
に
無
意
識
裏
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
は
良
知
が
、

そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
無
意
識
下
に
お
い
て
、
自
ら
決
断
を
下
し
な
が
ら
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
自
律
的
に
遂
行

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
生
」
の
根
底
に
お
い
て
、
既
に
、
そ
し
て
、
常
に
働
い
て
い
る
、
自
意
識
を
越
え
て
、
そ
の
根
源
の
と

こ
ろ
で
遂
行
さ
れ
る
「
生
」
の
営
み
を
、
王
畿
は
「
生
機
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
肉
体
に
閉
ざ
さ
れ
た
自
己
（
個
我
）

を
越
え
て
、
そ
の
存
在
の
根
源
で
あ
る
「
天
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
「
天
機
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
「
造
化
」

を
行
っ
て
い
る
「
天
機
」
の
「
精
霊
」
な
る
も
の
、
そ
の
精
緻
（「
精
」）
で
、
不
可
識
な
る
（「
靈
」）
も
の
が
、
す
な
わ
ち
、「
良
知
」
で
あ
る
。
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王
守
仁
が
、「
良
知
」
を
「
造
化
の
精
霊

4

4

」
と
呼
ん
だ
の
も
、
ま
さ
に
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

＊　
「
精
靈
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
発
言
を
参
照
。「『
良
知
是
造
化
之
精
靈
』。
吾
人
當
以
造
化
爲
學
。
造
者
自
無
而
顯
于
有
。
化
者
自
有
而
歸
于
無
。
不
造
、

則
化
之
源
息
。
不
化
、
則
造
之
機
滯
。
吾
之
精
靈
、
生
天
生
地
生
萬
物
、
而
天
地
萬
物
復
歸
于
無
。
無
時
不
造
、
無
時
不
化
、
未
嘗
有
一
息
之
停
。
自
元

會
運
世
以
至
于
食
息
微
眇
、
莫
不
皆
然
。
知
此
則
知
造
化
在
吾
手
、
而
吾
致
知
之
功
、
自
不
容
已
矣
。（
…
…
私
の
［
内
な
る
］
精
靈
［
な
る
は
た
ら
き
、

す
な
わ
ち
、
良
知
］
は
、
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
万
物
を
生
じ
ま
す
が
、［
や
が
て
は
、
そ
の
］
天
地
万
物
も
、
無
に
復
帰
し
ま
す
。
ど
ん
な
時
で
も
、

顕
現
化
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ど
ん
な
時
で
も
、［
無
へ
と
］
復
帰
し
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。［
そ
の
運
動
は
］
こ
れ
ま
で
に
、
一
瞬
た
り

と
も
停
止
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
元
會
運
世
［
と
い
っ
た
宇
宙
的
時
間
の
悠
久
な
推
移
］
か
ら
食
息
微
杪
［
と
い
っ
た
人
間
的
時
間
の
微
細

な
推
移
］
に
至
る
ま
で
、
い
つ
で
も
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
分
か
れ
ば
、
造
化
は
、
吾
が
手
中
に
在
り
ま
す
。
そ
し
て
、
吾
が
致

知
の
功
夫
（
努
力
）
は
、
自
ず
か
ら
已
む
に
已
ま
れ
ぬ
も
の
と
し
て
［
内
発
的
に
］
動
き
出
す
で
し
ょ
う
。）」（「
東
遊
會
紀
」『
龍
渓
会
語
』
巻
三　
『
王

畿
集
』
七
一
九
頁
）

　

人
間
の
生
の
営
み
の
全
て
の
領
域
に
わ
た
っ
て
、「
生
機
」
と
し
て
の
「
良
知
」
は
、常
に
そ
の
持
ち
前
の
能
力
を
全
開
（
所
謂
「
現
成
」）

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
人
は
自
ら
の
「
生
」
を
自
力
で
切
り
開
き
、
よ
り
よ
い
「
生
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
未
来
へ
向
か
っ
て
進
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
色
が
あ
る
。
そ
こ
に
「
万
物
の
霊
」（『
書
経
』
泰
誓
上
）
た
る
所
以
が
あ
る
。
人
は
、
そ
の
都

度
そ
の
都
度
、
目
の
前
の
現
実
に
対
し
て
、
自
ら
の
「
良
知
」
の
主
体
的
決
断
に
身
を
委
ね
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
の
「
生
」
を
選
び

取
り
つ
つ
、
自
己
と
世
界
の
関
係
を
、
常
に
新
た
に
紡
い
で
い
き
な
が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自

己
の
「
良
知
」
の
決
断
に
よ
っ
て
新
た
な
世
界
を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
王
守
仁
＝
王
畿
は
「
無
中
に
有
を
生
ず
」
と
言
い
、
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天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

良
知
が
「
天
を
生
じ
、
地
を
生
じ
、
万
物
を
生
ず
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

日
新

　

そ
し
て
、
こ
こ
で
繰
り
返
し
強
調
し
、
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
選
択
、
そ
の
決
断
は
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
「
無
」
か
ら

の
創
造
と
し
て
、「
日
び
新
た
」（『
大
学
』
に
引
く
湯
の
盤
銘
の
語
。
ま
た
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
も
、「
日
新

4

4

之
謂
盛
徳
」
と
曰
う
）
な
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

良
知
心
学
に
お
い
て
、
習
慣
や
知
識
（
分
別
心
）、
既
成
の
価
値
観
や
、
更
に
は
、
自
ら
の
経
験
知
は
、
と
も
す
れ
ば
、
良
知
の
主
体
的

決
断
を
鈍
ら
せ
歪
め
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
良
知
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
頼
で

あ
る
。
あ
く
ま
で
、
こ
の
「
天
徳
」
と
し
て
の
「
良
知
」
を
全
面
的
に
信
頼
し
（「
信
得
及
」）、
そ
れ
に
導
か
れ
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、

一
回
限
り
の
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
常
に
「
日
び
新
た
」
な
も
の
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

と
り
わ
け
、
王
畿
は
、
外
に
あ
る
規
範
の
類
―
―
所
謂
「
典
要
」「
格
套
」
―
―
を
、
無
批
判
、
盲
目
的
に
追
従
・
墨
守
す
る
こ
と
で
、

惰
性
的
に
遂
行
さ
れ
る
、
自
足
・
自
安
・
自
是
の
自
己
完
結
的
な
安
定
世
界
の
持
続
を
断
固
と
し
て
拒
否
す
る
。「
自
了
漢
」
と
な
る
な
。

常
に
良
知
の「
一
念
」の
発
動
に
意
識
を
向
け
、そ
れ
へ
の
配
慮
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
工
夫
の
主
眼
に
据
え
た
。
所
謂「
慎
独
」

の
工
夫
で
あ
る
。
良
知
へ
の
配
慮
を
少
し
で
も
怠
っ
た
り
、
そ
れ
を
見
過
ご
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
や
り
過
ご
し
た
り
、
更
に
は
、
自
ら

欺
い
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
人
は
一
瞬
に
し
て
道
を
外
れ
た
「
狂
」
の
世
界
に
陥
り
、
更
に
は
「
禽
獣
」
の
域
に
ま
で
堕

落
し
て
し
ま
う
。
か
か
る
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
を
、
自
ら
に
も
学
ぶ
者
に
も
喚
起
し
、
精
神
の
弛
緩
を
常
に
戒
め
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
「
慎
独
」
の
工
夫
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、王
畿
は
、程
明
道
の
「
天
徳
が
有
れ
ば
、便
ち
王
道
を
語
る
べ
し
。
そ
の
要
は
、
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只
だ
慎
独
に
在
り
」（
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
後
で
再
び
取
り
上
げ
る
）
を
引
き
、
こ
の
「
一
言
に
全
て
が
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
」
と
絶
賛
し

た
上
で
、「
慎
独
」
の
工
夫
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
わ
れ
わ
れ
の
「
慎
独
」
の
功
夫
は
、
知
解
（
主
知
主
義
的
見
解
）
や
意
識
（
分
別
心
）
に
よ
っ
て
、
さ
え
ぎ
ら
れ
、
ふ
さ
が
れ
て
し

ま
っ
て
い
て
、
ま
る
ご
と
内
側
に
目
を
向
け
て
、
内
な
る
先
天
固
有
の
本
来
の
す
が
た
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
あ
れ
こ
れ

と
抱
え
込
ん
だ
り
と
ら
わ
れ
た
り
、
泥
ん
だ
り
凝
り
固
ま
っ
た
り
し
て
、
う
ま
く
処
置
で
き
な
い
で
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
…
…
わ

た
し
は
、
今
現
在
、
自
分
が
無
欲
で
あ
る
な
ど
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
が
、
欲
ま
み
れ
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
一
念
の
独
知
」
に

も
と
づ
い
て
反
省
す
る
な
ら
ば
、
決
し
て
［
是
非
善
悪
が
］
明
ら
か
に
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ほ
か
で
も
な
い
、

こ
れ
こ
そ
天
命
の
明
徳
（
原
文
「
天
之
明
命
」。『
書
経
』
大
甲
に
「
先
王
顧
諟
天
之
明
命
」
と
あ
る
。
蔡
沉
の
伝
に
、「
明
命
者
、
上
天
顯
然
之
理
、
而

命
之
我
者
。
在
天
爲
明
命

4

4

4

4

4

、在
人
爲
明
德

4

4

4

4

4

。」
と
あ
る
）
が
決
し
て
磨
滅
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
あ
か
し
な
の
で
す
。
…
…
も
し
、［
良

知
の
一
念
独
知
の
判
断
を
］
信
じ
切
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、［
一
念
独
知
は
］
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、［
是
非
善
悪
を
］
は
っ
き
り

と
判
断
し
な
が
ら
、［
そ
の
判
断
は
］
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
自
然
に
行
わ
れ
ま
す
。

明
道
云
、「
有
天
德
便
可
語
王
道
、
其
要
只
在
慎
獨
。」
可
謂
一
言
以
蔽
之
矣
。
吾
人
慎
獨
功
夫
、
被
知
解
意
識
假
借
遮
攔
、
不
能
覿
體
反
觀
、
復

還
先
天
之
體
、
纔
有
許
多
包
藏
黏
帶
、
窒
塞
偏
枯
、
不
停
當
處
。
…
…
吾
人
今
日
見
在
、
豈
敢
便
自
以
爲
無
慾
。
然
須
信
得
萬
欲
紜
紜
之
中
、
反

之
一
念
獨
知
、
未
嘗
不
明
。
只
此
便
是
天
之
明
命
不
容
磨
滅
所
在
。
…
…
若
信
得
及
時
、
時
時
是
著
察
、
時
時
是
自
然
。
…
…
（「
答
洪
覺
山
」『
王

畿
集
』
巻
十　

二
六
二
頁
）

　

こ
れ
ま
で
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、程
明
道
の
所
謂
「
天
徳〔
＊
〕」

と
は
、す
な
わ
ち
、「
良
知
」
で
あ
り
、「
王
道
」
と
は
、す
な
わ
ち
、「
大
業
」
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に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
言
え
ば
、「
慎
独
」
の
工
夫
と
は
、王
守
仁
の
所
謂
「
無
中
に
有
を
生
ず
る
工
夫
」
で
あ
る
。
本
来
、

学
習
や
思
慮
を
必
要
と
し
な
い
、
す
な
わ
ち
、
後
天
的
な
知
識
に
よ
る
補
充
や
補
填
を
必
要
と
し
な
い
、
そ
れ
自
身
で
、
完
全
無
欠
な
る

良
知
の
現
成
を
阻
碍
す
る
要
因
と
し
て
の
「
知
解
」
や
「
意
識
」
を
取
り
除
い
た
「
無
（
と
ら
わ
れ
の
な
い
、無
分
節
）」
な
る
と
こ
ろ
（
所
謂
「
混

沌
」）
に
、
現
成
す
る
「
一
念
独
知
」、
す
な
わ
ち
、
良
知
の
判
断
を
絶
対
信
任
し
、
全
て
を
そ
れ
に
委
ね
て
生
き
る
こ
と
を
王
畿
は
求
め
る
。

＊　

程
明
道
は
、「
天
徳
」
に
つ
い
て
、「
自
家
、元
と
是
れ
天
然
完
全
自
足
の
物
」
で
あ
り
、そ
れ
に
順
っ
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
、「
簡
易
明
白
に
し
て
行
い
易
し
」

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
陸
九
淵
︱
王
守
仁
︱
王
畿
に
連
な
る
「
心
学
」
の
根
本
原
理
が
、
端
的
に
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。「
聖
賢
論
天
徳
、
蓋

謂
自
家
元
是
天
然
完
全
自
足
之
物
。
若
無
所
汚
壊
、
即
当
直
而
行
之
。
若
小
有
汚
壊
、
即
敬
以
治
之
、
使
復
如
旧
。
所
以
能
使
如
旧
者
、
蓋
為
自
家
本
質

元
是
完
足
之
物
。
若
合
修
治
而
修
治
之
、
是
義
也
。
若
不
消
修
治
而
不
修
治
、
亦
是
義
也
。
故
常
簡
易
明
白
而
易
行
。」（『
程
氏
遺
書
』
巻
一　
『
二
程
集
』

一
頁
）。
良
知
心
学
の
原
理
は
、
全
て
こ
こ
に
あ
る
。

　

良
知
は
、
欲
望
ま
み
れ
の
な
か
で
も
、
決
し
て
「
磨
滅
」
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
自
ら
を
現
成
し
続
け
る
。
決
し
て
磨
滅
す
る
こ
と
の

な
い
真
実
在
、
︱︱

そ
れ
が
「
良
知
」
な
の
で
あ
る
。
欲
望
に
ま
み
れ
、「
昏
蔽
の
極
」
に
あ
る
心
に
あ
っ
て
も
、
良
知
の
光
そ
れ
自
体

は
、
厳
然
と
し
て
存
在
し
続
け
、
時
に
応
じ
事
に
随
っ
て
、
欲
望
の
雲
間
か
ら
必
ず
差
し
込
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
為
す
べ

き
こ
と
は
、
そ
の
微
光
（「
道
心
の
微
」）
を
し
っ
か
り
と
感
知
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
決
し
て
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
発
動
の
瞬
間
に
お
い
て
、し
っ
か
り
受
け
止
め
、引
き
出
し
て
や
る
こ
と
。
決
し
て
欺
く
こ
と
な
く
、確
実
に
行
動
に
移
す
こ
と
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、「
微
か
」
な
も
の
は
、
よ
り
大
き
く
豊
か
な
も
の
へ
と
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
良
知
の
促
し
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ

を
慎
ん
で
実
践
す
る
と
い
う
「
慎
独
」
の
功
夫
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
人
の
側
か
ら
言
え
ば
、「
工
夫
」
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
、
本
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体
と
し
て
の
良
知
の
促
し
に
導
か
れ
て
行
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
本
体
」
自
身
の
工
夫
で
あ
る
。「
本
体
即
工
夫
」
と
言
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
無
」
か
ら
「
有
」
を
生
み
出
す
「
良
知
」
の
は
た
ら
き
は
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
日
々
新
た
に

4

4

4

4

4

行
わ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、す
な
わ
ち
、良
知
心
学
に
お
け
る
、「
生
」
の
真
実
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
慎
独
」
の
功
夫
に
裏
付
け
ら
れ
た
、

「
良
知
」
の
現
成
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
は
、
常
に
、
日
々
に
新
た
に
、
創
造
さ
れ
、
更
新
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

五　

前
後
際
断

　

王
畿
は
程
明
道
の
言
葉
を
引
い
て
絶
賛
し
て
い
た
が
、
王
畿
は
そ
れ
を
「
慎
独
」
の
工
夫
を
述
べ
る
際
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
引

用
し
て
い
た
。
そ
の
元
に
な
っ
た
の
が
、
程
明
道
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。

仏
者
は
「
前
後
際
断
」
と
言
う
が
、「
純
に
し
て
亦
た
已や

ま
な
い
」
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
彼
ら
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
知
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
孔
子
は
、
川
の
ほ
と
り
で
、「
逝
く
者
は
斯
の
如
き
か
、
昼
夜
を
舍お

か
ず
」
と
言
わ
れ
た
。
漢
代
以
降
の
儒
者

た
ち
は
、
こ
の
意
味
を
誰
も
理
解
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
聖
人
の
心
が
、
純
一
で
あ
る
と
同
時
に
、
已
む
こ
と
の
な
い
［
持
続

性
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
］
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
詩
経
』
に
、「
維
れ
天
の
命
、
於あ

あ

、
穆
と
し

て
已
ま
ず
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、［「
已
ま
な
い
」
こ
と
こ
そ
］
天
が
天
で
あ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
於あ

あ乎
、

顕
ら
か
な
ら
ず
や
、
文
王
の
徳
の
純
な
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、［「
純
」
で
あ
る
こ
と
こ
そ
］
文
王
が
文
で
あ
る
所
以
で
あ
る
こ
と

を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
純
一
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
已
む
こ
と
が
な
い
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
、
天
の
徳
で
あ
る
。
天
の
徳
が
備
わ



八
一

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

っ
て
い
て
こ
そ
、
王
道
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
要
は
、
た
だ
「
独
り
を
慎
む
」
こ
と
の
な
か
に
あ
る
。

佛
言
前
後
際
斷
、純
亦
不
已
、是
也
。
彼
安
知
此
哉
。
子
在
川
上
曰
、逝
者
如
斯
夫
、不
舍
晝
夜
。
自
漢
以
來
儒
者
、皆
不
識
此
義
。
此
見
聖
人
之
心
、

純
亦
不
已
也
。
詩
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
。
蓋
曰
天
之
所
以
爲
天
也
。
於
乎
不
顯
、
文
王
之
德
之
純
。
蓋
曰
文
王
之
所
以
爲
文
也
。
純
亦
不

已
、
此
乃
天
德
也
。
有
天
德
便
可
語
王
道
。
其
要
只
在
愼
獨
。（『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
十
四　

明
道
先
生
語
四　
　
『
二
程
集
』　

一
四
〇
頁
）

　

程
明
道
の
、
こ
の
発
言
に
、
ま
ず
注
目
し
た
の
が
朱
熹
で
あ
っ
た
。
朱
熹
は
、『
論
語
集
注
』
子
罕
篇
「
川
上
の
嘆
」
章
に
、
こ
れ
を

引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、「
自
漢
以
來
、
儒
者
皆
不
識
此
義
。
此
見
聖
人
之
心
、
純
亦
不
已
也
。
純
亦
不
已
、
乃
天
德
也
。
有
天
德

4

4

4

、

便
可
語
王
道

4

4

4

4

4

、
其
要
只
在
謹
獨

4

4

4

4

4

4

。」
と
要
約
し
て
引
い
て
い
る
。
更
に
、
朱
熹
は
、
冒
頭
の
「
佛
言
前
後
際
斷
」
を
含
む
十
七
字
を
、
後

学
の
誤
読
・
誤
解
を
懸
念
し
た
た
め
か
、
き
れ
い
に
削
除
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
む
し
ろ
、
朱
熹
が
削
除
し

た
仏
教
の
「
前
後
際
断
」
と
儒
教
の
「
純
亦
不
已
」
を
並
記
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
「
前
後
際
断
」
の
語
の
持
つ
意
味
は
、
王
守

仁
が
切
り
開
い
た
良
知
心
学
に
お
け
る
「
現
在
（
即
今
当
下
）」
主
義
の
思
想
を
理
解
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

　

今
、「
道
」
の
実
在
性
を
説
く
た
め
に
、
あ
え
て
程
明
道
が
使
用
し
た
仏
教
の
「
前
後
際
断
」
の
語
に
注
目
し
な
が
ら
、
今
ま
で
述
べ

て
き
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
に
所
謂
「
前
後
際
断
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
木
下
鉄
矢
氏
が
『
維
摩
経
』
弟
子
品
第
三
に
見
え
る
「
法
無
有
人
、
前
後
際
断
」

に
対
す
る
僧
肇
の
注
に
依
拠
し
な
が
ら
周
到
な
解
説
を
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
解
釈
は
今
こ
れ
に
譲
り
た
い
。
木
下
氏
は
言
う
。

「
前
後
際
断
」
と
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
同
一
実
体
と
し
て
存
続
す
る
と
い
う
存
在
形
態
で
は
な
く
、
一
瞬
一
瞬
に
新
た
に
現
存
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し
直
す
と
い
う
存
在
形
態
を
謂
う
と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
の
自
己
意
識
に
即
し
て
云
う
な
ら
、
過
去
か
ら
未
来
に
わ
た
る
自
己
の
同

一
性
と
い
う
迷
妄
を
断
絶
し
、「
い
ま
、こ
こ
」
を
透
底
に
励
起
す
る
こ
と
を
謂
う
の
で
あ
ろ
う
。
／
…
…
す
な
わ
ち
、「
前
後
際
断
」

に
お
い
て
は
、「
在
る
」
と
い
う
こ
と
が
状
態
で
は
な
く
、一
瞬
一
瞬
に
行
わ
れ
る
事
件
、現

げ
ん
じ
ょ
う成

す
る
意
志
と
な
る
、と
。
／
「
在
る
」

こ
と
は
惰
性
的
に
広
が
る
状
態
で
は
な
く
、一
瞬
一
瞬
新
た
に
自
力
に
励
起
す
る
の
で
あ
る
。
朱
熹
「
集
注
」
に
謂
う
「
間
断
」
と
は
、

こ
の
励
起
が
途
切
れ
、
そ
の
瞬
間
に
現
存
が
途
切
れ
る
こ
と
を
謂
う
、
と
な
る
。
人
の
普
通
は
む
し
ろ
「
在
る
」
こ
と
を
日
常
的
な

惰
性
に
ま
か
せ
て
そ
の
事
件
性
を
忘
却
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
前
後
際
断
」
に
お
い
て
は
、
己
の
「
在
る
」
と
い
う
こ
と
が
「
い
ま
、

こ
こ
」
の
励
起
そ
の
も
に
へ
と
純
化
す
る
と
言
い
得
よ
う
か
。（『
朱
子
学
の
位
置
』
知
泉
書
院  

二
〇
〇
七　

五
五
五
頁
。
も
と
、「
朱
子
学
の
位

置
〔
一
三
〕」『
東
洋
古
典
學
研
究
』
第
一
八
集　

四
八
頁
）

　

す
な
わ
ち
、「
前
後
際
断
」
と
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
不
可
逆
的
に
一
直
線
に
流
れ
去
る
連
続
的
同
一
実
体
と
し
て
捉
え
る
日
常
的

な
時
間
意
識
と
、
そ
の
中
で
自
己
の
存
在
も
ま
た
常
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
同
一
的
自
我
（
実
体
）
と
し
て
存
在
し
続
け
る
と
見
な
す
日

常
的
な
自
己
意
識
と
を
共
に
撥
撫
し
、「
在
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
過
去
へ
の
執
着
と
未
来
へ
の
臆
断
と
を
断
滅
し
、「
将お

く

り
迎
え
す

る
こ
と
無
く
」（
程
明
道
「
定
性
書
」。
も
と
『
荘
子
』
應
帝
王
篇
の
語
）、「
即
今
当
下
」
の
「
現
在
」
に
お
い
て
、一
瞬
一
瞬
、新
た
に
自
己
の
「
生
」（
実

存
）
を
現
成
（
現
在
成
就
）
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
成
立
し
う
る
事
件

4

4

で
あ
る
と
い
う
思
想
の
言
明
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
う
し
た
、
自
己
と
世
界
の
生
成
が
、
一
つ
の
事
件
と
し
て
、
変
化
窮
ま
り
な
い
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
常
に
「
日

び
新
た
」（『
大
学
』・『
易
』
繋
辞
上
伝
）
に
、「
前
後
際
断
」
的
に
、「
現
成
」
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
、「
純
亦
不
已
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
程
明
道
の
引
く
「
前
後
際
断
」
の
語
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
こ
の
一
瞬
一
瞬
の
「
自
力
励
起
」（
木
下
）、「
自
己
現
成
」
が
行
わ



八
三

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

れ
る
最
先
端
の
現
場
こ
そ
が
、
す
な
わ
ち
『
中
庸
』
の
「
独
」
処
で
あ
り
、
そ
の
自
己
現
成
の
実
現
を
可
能
に
す
る
の
が
、
同
じ
く
『
中

庸
』
の
「
慎
独
」
の
工
夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
言
え
ば
、「
慎
独
」
と
は
、
天
道
の
「
日
び
新
た
」
な
る
、
す
な
わ
ち
、

「
創
造
不
断
〔
〔

〔
＊

」
の
は
た
ら
き
を
模
範
と
し
て
、
そ
れ
に
「
純
化
」（
一
体
化
）
す
る
〔
＊
２
〕こ

と
で
あ
り
、
自
己
の
「
日
び
新
た
」
な
る
、
自
力
に

よ
る
自
己
現
成
の
能
力
の
内
在
へ
の
信
頼
と
畏
敬
の
念
に
も
と
づ
い
た
工
夫
（
＝
人
間
の
主
体
的
活
動
）
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

＊
１　

井
筒
俊
彦
氏
は
、「
東
洋
的
時
間
意
識
の
元
型
」
と
い
う
副
題
を
も
つ
「
創
造
不
断
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、「
華
厳
の
見
る
存
在
無
常
」
を
解
説
し
て
、

次
の
よ
う
に
言
う
。「
す
べ
て
が
流
れ
る
、
と
い
う
が
、
そ
の
流
れ
は
無
間
断
の
直
線
と
し
て
形
象
さ
れ
る
よ
う
な
時
間
で
は
な
い
。
…
…
こ
こ
に
実
現
す

る
時
間
は
、「
時
々
刻
々
」
で
あ
り
、
前
後
際
断
さ
れ
た
刻
々
の
「
現
在
」
の
つ
ら
な
り
と
し
て
の
流
れ
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
刻
々
に
つ
ら
な
っ
て
い
く

そ
れ
ら
の
「
現
在
」（
の
一
念
）
は
、
一
つ
ひ
と
つ
が
非
時
間
的totum

 sim
ul

（
＊
「
す
べ
て
が
同
時
に
」
の
意
）
の
全
体
を
挙
げ
て
の
時
間
的
現
成
な

の
で
あ
る
」
と
言
い
、
ま
た
、
道
元
の
「
而
今
」
の
時
間
論
に
も
触
れ
て
、「「
現
在
」
は
、
普
通
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
過
去
と
未
来
の
結
合
点
・

分
岐
点
と
し
て
の
、
ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
い
一
点
で
は
な
い
。
一
瞬
で
あ
り
な
が
ら
一
瞬
で
は
な
い
。
無
限
の
過
去
と
無
限
の
未
来
と
の
す
べ
て
の
内
的

区
分
を
己
の
中
に
呑
み
こ
ん
で
、し
か
も
一
瞬
で
あ
る
よ
う
な
「
現
在
」
だ
。
こ
の
「
現
在
」
は
、い
わ
ば
全
時
間
を
溶
融
し
た
時
間
的
厚
み
が
あ
る
。」（『
コ

ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
』
所
収　

岩
波
書
店　

一
九
八
九 
一
六
九
頁
）
と
言
う
。
王
畿
の
「
一
念
万
年
」
の
思
想
の
「
元
型
」
も
、
こ
こ
に
含
ま
れ

る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
２　
『
中
庸
章
句
』
の
朱
注
に
引
く
程
子
の
語
。「
天
道
不
已
、
文
王
純
於
天
道
亦
不
已
。
純
則
無
二
無
雜
。
不
已
則
無
閒
斷
先
後
。」
と
あ
る
。

　

更
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
も
う
一
つ
程
明
道
の
言
葉
を
引
い
て
お
き
た
い
。
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「『
鳶 

飛
ン
デ
天
ニ
戻い

た

リ
、魚 

淵
ニ
躍お

ど

ル
』、其
の
上
下
、察あ

き

ら
か
な
る
を
言
う
な
り
」（『
中
庸
章
句
』
第
十
二
章
。「
鳶
飛
戻
天
、魚
躍
于
淵
」

は
、『
詩
経
』
大
雅
・
旱
麓
篇
の
一
節
）。
こ
の
一
段
は
、
子
思
が
、
こ
れ
以
上
、
人
間
存
在
に
と
っ
て
、
さ
し
せ
ま
っ
て
大
切
な
こ
と
は

無
い
と
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
必
ず
事
と
す
る
有
り
て
、
心
を
正あ

て

に
す
る
勿
か
れ
（
常
に
注
意
を
怠
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
、
効
果

を
期
待
し
な
い
）」（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
）
の
意
と
同
じ
で
、
活
潑
潑
地
（
自
由
自
在
に
、
生
き
生
き
と
躍
動
し
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
だ
。
会

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
活
潑
潑
地
だ
し
、
会
得
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
精

エ
ネ
ル
ギ
ー神

を
浪
費
す
る
だ
け
で
あ
る
。

「
鳶
飛
戻
天
、
魚
躍
于
淵
、
言
其
上
下
察
也
。」
此
一
段
子
思
喫
緊
爲
人
處
、
與
「
必
有
事
焉
而
勿
正
」
之
意
同
、
活
潑
潑
地
。
會
得
時
、
活
潑
潑
地
。

不
會
得
時
、
只
是
弄
精
神
。（『
程
氏
遺
書
』
巻
三　
『
二
程
集
』 

五
九
頁〔
＊
１
〕）

　

こ
こ
で
、
程
明
道
は
、「
道
」
の
発
現
流
行
の
遍
在
性
と
、
そ
の
「
道
」
と
共
に
あ
る
人
の
生
き
方
と
を
、『
中
庸
』
と
『
孟
子
』
に

拠
り
つ
つ
述
べ
た
上
で
、「
道
」
と
一
体
に
な
っ
て
生
き
る
楽
し
さ

4

4

4

・
喜
び
を
「
活
潑
潑
地
」
と
表
現
し
て
い
る
〔
＊
２
〕。「

活
潑
潑
地〔
＊
３
〕」

と
は
、

す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
が
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
の
す
が
た
に
お
い
て
、
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
生
き
生
き

と
躍
動
し
て
、
自
ら
の
生
を
享
受
し
て
い
る
様
を
形
容
す
る
の
語
で
あ
る
。
人
は
、
自
ら
の
「
良
知
を
致
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
に
今
、

純
化
し
て
「
道
」
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
、「
活
潑
潑
地
」
と
し
た
自
由
自
在
の
境
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
言
う
。
ま
さ
に
、「
活

潑
潑
地
」
と
は
、
今
こ
の
瞬
間
、
即
今
当
下
の
「
現
在
」
に
お
け
る
、
良
知
の
「
日
び
新
た
」
な
る
躍
動
、
更
に
言
え
ば
、
箇
箇
円
成
な
る
、

我
の
内
な
る
「
天
機
」
と
し
て
の
「
生
機
」
＝
良
知
の
、
自
由
無
礙
な
る
現
成
の
実
感
を
、
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

＊
１　

王
畿
も
、
こ
の
一
文
を
「
念
堂
説
」
に
引
い
て
、「
其
旨
深
矣
」
と
言
っ
て
い
る
（「
念
堂
説
」『
王
畿
集
』
巻
十
七　

五
〇
一
～
二
頁
）。



八
五

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

＊
２　

次
の
王
守
仁
の
発
言
も
参
照
。
問
「『
逝
者
如
斯
』、
是
説
自
家
心
性
活
潑
潑
地
否
。」
先
生
曰
「
然
。
須
要
時
時
用
致
良
知
的
功
夫
、
方
才
活
潑
潑
地
、

方
才
與
他
川
水
一
般
。
若
須
臾
間
斷
、
便
與
天
地
不
相
似
。
此
是
學
問
極
至
處
、
聖
人
也
只
如
此
。」（『
伝
習
録
』
下
巻
・
53
条　

一
〇
三
頁
）、
問
「
先

儒
謂
鳶
飛
魚
躍
、
與
『
必
有
事
焉
』、
同
一
活
潑
潑
地
。」
先
生
曰
「
亦
是
。
天
地
閒
活
潑
潑
地
、
無
非
此
理
、
便
是
吾
良
知
的
流
行
不
息
、『
致
良
知
』
便

是
『
必
有
事
』
的
工
夫
。
此
理
非
惟
不
可
離
、
實
亦
不
得
而
離
也
。
無
往
而
非
道
、
無
往
而
非
工
夫
。」（
同
下
巻
・
130
条　

一
二
三
頁
）

＊
３　

も
と
仏
教
語
。『
禅
語
辞
典
』の「
活
鱍
鱍
」の
項
に
、「
ピ
チ
ピ
チ
跳
ね
て
い
る
さ
ま
。
生
機
に
あ
ふ
れ
て
い
る
さ
ま
」と
あ
る
。『
臨
済
録
』示
衆
六
に
、「
你

若
欲
得
生
死
去
住
、
脱
著
自
由
、
即
今
識
得
聽
法
底
人
。
無
形
無
相
、
無
根
無
本
、
無
住
處
、
活
鱍
鱍
地
。
應
是
萬
種
施
設
、
用
處
祇
是
無
處
。
所
以
覓

著
轉
遠
、
求
之
轉
乖
。（
君
た
ち
が
、
衣
服
を
脱
い
だ
り
着
た
り
す
る
よ
う
に
、
自
由
自
在
に
生
死
を
出
入
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
今
そ
こ
で
説
法
を
聴
い

て
い
る
［
君
た
ち
］
そ
の
人
が
、
実
は
形
も
な
く
姿
も
な
く
、
根
も
な
く
本
も
な
く
、
場
所
も
持
た
ず
、
ぴ
ち
ぴ
ち
と
躍
動
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る

こ
と
だ
。
そ
の
人
が
発
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
方
便
は
す
べ
て
、
は
た
ら
き
と
し
て
の
跡
か
た
を
一
切
と
ど
め
ぬ
。
だ
か
ら
追
い
か
け
れ
ば
追
い
か
け
る
ほ

ど
遠
ざ
か
り
、
求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
逸
れ
て
い
く
。）」（
入
矢
義
高
訳　

岩
波
文
庫　

六
一
～
三
頁
）
と
見
え
る
。『
中
庸
或
問
』
で
、
禅
語
で
あ
る
「
活

潑
潑
」
の
語
の
使
用
に
疑
問
を
呈
し
た
門
人
に
対
し
て
、
朱
熹
は
、
単
な
る
俗
語
に
過
ぎ
な
い
と
答
え
て
、
そ
の
疑
念
を
退
け
て
い
る
。

　

冒
頭
で
見
た
、
王
守
仁
が
語
る
「
何
物
に
も
代
え
が
た
い
楽
し
み
」
も
、
ま
さ
に
、「
良
知
」
を
自
ら
の
「
生
機
」
と
し
て
取
り
戻
す

こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
、
本
来
の
「
生
」
の
実
感
、
そ
の
「
楽
し
み
」
＝
充
足
感
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

む
す
び
――

君
子
の
楽
し
み

　
「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、「
前
後
際
断
」
的
に
―
―
道
元
禅
師
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
つ
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ら
な
り
な
が
ら
時
々

4

4

」
的
に
―
―
、即
今
当
下
の
「
現
在
」
の
う
ち
に
現
成
す
る
、「
無
善
無
悪
」
な
る
「
心
の
本
体
」
と
し
て
の
良
知

を
「
根
基
（
倫
理
の
源
泉
）」
と
し
て
行
わ
れ
る
、
実
践
主
体
と
し
て
の
「
良
知
」
自
身
の
主
体
的
決
断
の
連
続
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
そ
れ
は
「
無
」
か
ら
「
有
」
を
生
み
出
す
、「
創
造
不
断
」
の
い
と
な
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
切
の
外
在
的
・
後
天
的
な
価
値
や
意
味
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
混
沌
」「
無
」
の
中
か
ら
、そ
れ
自
体
「
虚
明
」

な
る
も
の
と
し
て
の
「
良
知
」
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
そ
の
状
況
に
即
し
て
決
断
を
下
し
て
い
く
こ
と
の
上
に
、
今
現

在
が
、
そ
し
て
、
自
己
と
世
界
と
の
関
係
が
更
新
さ
れ
、
日
々
新
た
に
世
界
は
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
指

し
て
、王
畿
は
、「
良
知
」
が
「
天
を
生
じ
、地
を
生
じ
、万
物
を
生
ず
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
け
る
「
造
化
（
天
地
創
造
）」

の
主
体
が
、す
な
わ
ち
、「
良
知
」
な
の
で
あ
る〔
＊
〕。

こ
の
「
良
知
」
の
、そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
主
体
的
決
断
に
お
い
て
、こ
の
世
界
（
天
地
）

は
日
々
新
た
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
世
界
は
更
新
さ
れ
、
人
と
万
物
の
秩
序
は
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
生
き
る
」
こ
と
―
―
、
そ
れ
は
、

良
知
に
よ
る
日
々
の
主
体
的
決
断
を
通
し
て
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
日
々
新
た
な
る
も
の
と
し
て
更
新
さ
れ
る
事
件
の
連
続
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
は
、
天
地
の
造
化
、「
創
造
不
断
」
の
営
み
に
匹
敵
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

＊　

朱
熹
の
「
具
衆
理
而
應
萬
事

4

4

4

者
」（『
大
学
章
句
』「
明
徳
」
の
注
）
に
対
抗
し
て
、
王
守
仁
が
、
敢
え
て
「
虚
靈
不
昧
、
衆
理
具
而
萬
事
出

4

4

4

。
心
外
無
理
、

心
外
無
事
。」（『
伝
習
録
』
巻
上
）
と
言
っ
た
の
も
、
ま
さ
に
、「
造
化
の
精
霊
」
と
し
て
の
「
良
知
」
の
「
創
造
不
断
」
の
働
き
を
発
明
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

本
論
文
の
冒
頭
に
掲
げ
た
王
守
仁
の
言
葉
の
中
の
「
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
」
と
し
て
の
「
楽
し
み
」
と
は
、そ
う
し
た
、真
に
「
生

き
る
」
こ
と
―
―
す
な
わ
ち
、「
前
後
際
断
」
的
に
、
日
々
新
た
に
、「
純
に
し
て
亦
た
已
ま
ざ
る
」
も
の
と
し
て
の
「
生
」
の
い
と
な
み



八
七

天
地
を
生
み
だ
す
良
知
に
つ
い
て
―
王
畿
良
知
心
学
原
論（
三
）―

―
―
に
お
い
て
得
ら
れ
る
、「
生
」
の
実
感
と
し
て
の
充
足
感
、
そ
し
て
、
躍
動
感
、（
程
明
道
の
所
謂
「
活
溌
溌
地
」）
が
も
た
ら
す
、
真
の
「
楽

し
み
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
は
、
ま
た
、
宋
明
学
の
開
山
先
河
と
も
言
う
べ
き
周
濂
溪
が
程
氏
兄
弟
に
与
え
た
公
案
「
顔
子
・
仲
尼
の
楽
し
む
処
と
は
何
ぞ
や
」

に
対
す
る
王
守
仁
の
答
案
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）
に
、
白
山
中
国
学
会
第
三
回
発
表
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
、
一
部
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
同
時
期
に
執
筆
し
た
「
宋
明
心
学
に
お
け
る
「
現
在
」
主
義
の
思
想
」（『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想
』
研
文
出
版

二
〇
一
三
年
三
月
刊
行
予
定
）
と
一
部
重
な
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
併
せ
て
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。


